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◎広尾病院
◎大久保病院
◎大塚病院
◎駒込病院
◎豊島病院

〇東部地域病院
〇神経病院

◎荏原病院
◎墨東病院
◎多摩総合医療センタ ー
◎多摩北部医療センタ ー
◎多摩南部地域病院

〇松沢病院

●　 広尾病院（ 基幹施設）　

　 　 東京都立広尾病院内科専門研修プログラ ム 

プロ グラ ム責任者： 腎臓内科　 田島　 真人　 　 プログラ ム研修期間： 3 ～ 4 年（ 一部サブスペシャリ ティ 連動研修有）

東京都立広尾病院は、 東京都区西南部（ 渋谷区、 目黒区、 世田谷区） に位置し 、 救急医療・ 災害医療・ 島し ょ 医療

を 重点医療と し た病院です。 内科診療科と し て、 循環器科・ 呼吸器科・ 消化器科・ 神経内科・ 腎臓内科・ 内分泌 /代謝科・

血液内科を 有し ます。 さ ら に令和５ 年度から は病院総合診療科が新設さ れ、 さ ら に幅広い症例を 経験する 環境と なっ

ています。 それら の中でも 、 救急医療に深く 関わる 循環器科は、 都内でも 有数の規模を 誇り ます。 当院は約 400 床の

中規模病院ですが、 三次救急を 扱う 救命救急セン タ ーがあっ たり 、 東京都島し ょ 部（ 大島、 三宅島、 八丈島など） よ

り ヘリ 搬送の大半を 引き 受けていたり と 様々な特色を 有し ます。 レ ジデン ト の皆さ んがヘリ に搭乗し 、 患者さ んの搬

送に携わる 機会も 多々あり ます。 また、 東京都に二つある 基幹災害拠点病院の一つでも あり 、 災害医療に関する 素養

を 身につける こ と も 可能です。 伝統的に各科の垣根が低いのが特色で、 コ ン サルテーショ ン や複数科での併診がし や

すく 、 皆さ んの研修のし 易い環境と 言えます。 そのよ う な当院の内科専門研修プロ グラ ムは、 内科と し ての総合的な

素養を 磨く だけでなく 、 よ り レ ジデン ト の皆さ んの志望する サブスペシャ リ ティ ー研修を 重視する こ と を 目標と し て

います。 レ ジデン ト の皆さ んと ディ スカ ッ ショ ン を 重ね、 意見を 取り 入れ、 よ り 良い研修ができ る よ う 、 柔軟性のあ

る プロ グラ ムにし ていき たいと 考えており ます。

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 年次 広尾病院（ 循環器科）

サブスペシャリ ティ ー重点研修の場合の一例です。一般コ ースの場合は最初の２ 年をかけて各科ローテーショ ンを行います。

2 年次 連携施設 A 救命救急セン タ ー 広尾病院（ 循環器科）

3 年次 広尾病院（ 循環器科） 連携施設 B

4 年次 広尾病院　（ 希望があればサブスペシャ リ ティ ーの研修を 行う こ と が可能）

●　 大久保病院（ 基幹施設）　

　 　 東京都立大久保病院施設群内科東京医師アカデミ －専門研修プログラ ム

プロ グラ ム責任者： 副院長　 鈴木　 和仁

本プログラ ムでは、 特定診療科に偏ら ず、 満遍なく 内科研修を行う 「 内科標準コ －ス（ 研修期間 3 ～ 4 年）」、 内科研修

と 専門研修を並行し て行う 「 内科・ サブスペシャ ルティ 混合コ －ス（ 研修期間 4 年）」 そし て 2021 年度から 新たに「 サブ

スペシャ ルティ コ ース（ 研修期間２ ～３ 年）」 を設け、 専攻医の多様な要望に対応し ており ます。

「 内科標準コ ース」 では、 基幹施設である当院及び連携施設での研修により 、 専攻医 3 年終了時に「 研修手帳」 に定めら

れた 56 疾患群、 160 症例以上の診療経験を達成し ます。 規定の経験目標達成後は大久保病院で内科領域全般または希望

研修コ ース

モデル

採用施設一覧（ ◎は基幹施設、 ◯は連携施設）

研修プログラ ムの特徴　
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する専門領域の研修を行えます。専門領域から common disease の経験をはじ め、複数の病態を持った患者の診療経験の他、

高次病院や地域病院と の病病連携や診療所と の病診連携も 経験も でき、多彩な研修が可能です。「 内科・ サブスペシャ ルティ

混合コ ース」 では、専攻医１ 年目から 内科領域全般の研修と 並行し て専門研修を開始できます。 内科系各診療科は教育施設・

研修施設の認定を受けており 、 専門領域について十分な指導体制を整えています。 当院では研修困難な診療科（ 血液内科、

アレルギ－・ 膠原病内科、 感染症科、 ER《 必修》 等） や、 他院での専門科目の研修を希望する場合は、 2 年次に連携施設

で 6 ～ 12 ヶ 月の院外研修で行います。

「 サブスペシャ ルティ コ ース」 は、 すでに専門医を取得または受験資格を有する方を対象と し ており 、 2 ～ 3 年間で内科

系サブスペシャルティ を取得し ます。 詳細は当院ホームページをご参照く ださ い。

個々の希望・ 将来像に対応できるよう 相談し ながら 研修プログラムを考えていきます。

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 年次 サブスペシャ ルティ ある いは内科各科ロ ーテ－ショ ン

内科標準コ －スでは内科系 7 科から 選択し ロ－テ－ショ ンし ます。 内科・ サブスペ混合コ －スではサブスペを中心と し 、 症
例登録に不足し ている科を追加研修し ます。

2 年次 連携施設（ サブスペシャ ルティ コ ースを除き ER3 ヶ 月は必修）

両コ －ス共に 2 年次に連携施設で 6 ヶ 月～ 1 年間の研修を行います。 研修施設は当院では研修困難な診療科を中心に専攻
医と の相談の上選択し ます。

3 年次 サブスペシャ ルティ ある いは内科各科ロ ーテ－ショ ン

内科標準コ －スにおいても 規定の経験目標を達成後は 3 年次途中から 希望するサブスペシャ リ ティ 研修に移行するこ と が
できます。

4 年次 サブスペシャ ルティ ある いは内科各科ロ ーテ－ショ ン

希望により 1 年間サブスペシャ ルティ 研修を行う こ と ができます。

●　 大塚病院（ 基幹施設）　

　 　 東京都立大塚病院施設群内科東京医師アカ デミ ー専門研修プログラ ム

プロ グラ ム責任者： 消化器内科　 倉田　 仁　 　 プログラ ム研修期間： 3 ～ 4 年

当院の研修では消化器内科、 呼吸器内科、 循環器内科、 腎臓内科、 内分泌・ 代謝内科、 脳神経内科、 血液内科、 リ ウ

マチ・ 膠原病科の専門医が垣根なく 指導にあたり ます。 脳神経内科、 血液内科、 リ ウマチ・ 膠原病科があり 、 脳神経内科、

血液内科、 膠原病系難病の症例も 豊富です。 基本コ ース 3 年間またはサブスペシャ リ ティ コ ース 4 年間で、 最初の 1 ヶ

月はオリ エンテーショ ンも 含め、 将来サブスペシャ リ ティ に希望する科を選択し ます。 必修の救急 /ER 研修は、 墨東病

院・ 広尾病院・ 多摩総合医療センタ ーのいずれかで経験を積みます。 当院では、 多臓器疾患の合併症を持つ高齢者を輪

番制で受け持ち、 総合内科初診外来を担当するこ と で、 オールラ ウンド な内科研修が可能です。

なお、 各科ロ ーテーショ ンは履修状況で省略 /延長可能（ 希望科と し て調整） と なっ ている ほか、 希望科は場合によ

り サブスペ科も 可能です。 また、 両コ ースと も に新内科専門医のプログラ ムと 連動し ており 専門医の取得が可能です。

習熟度に応じ て早期にサブスペシャ リ ティ 研修を開始し 、 スムースに移行できるよう 配慮し ています。

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 年次 希望科 神経 アレ ルギー 血液 膠原病 代謝 救急・ Ｅ Ｒ 内分泌 循環器 消化器

2 年次 呼吸器 腎 希望科 連携施設

3 年次 サブスペシャ リ ティ

4 年次 サブスペシャ リ ティ

研修コ ース

モデル

研修コ ース

モデル
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●　 駒込病院（ 基幹施設）　

　 　 東京都立駒込病院施設群内科東京医師アカ デミ ー専門研修プログラ ム

プロ グラ ム責任者： 内科　 岡本　 朋　 　 プロ グラ ム研修期間： 3 ～ 4 年

本プログラ ムは、 各診療科の総合基盤を備えた、 がんと 感染症を重視し た病院であると 同時に、 東京都区中央部医療

圈の 2 次救急病院である駒込病院を 基幹施設と し て、 東京都内にある連携施設・ 特別連携施設において施行さ れます。

３ 年コ ース（ 内科専門研修コ ース） および４ 年コ ース （ 内科・ サブスペシャ ルティ 混合コ ース） が設置さ れています。

いずれのコ ースも 東京医師アカ デミ ーと し てサブスペシャ ルティ 領域を見据えたプログラ ムと 連動し ており 、 ３ 年コ ー

スでは専攻医３ 年目から サブスペシャ ルティ 研修を開始でき ます。 ４ 年コ ースでは、 内科領域全般の研修を４ 年間かけ

て行う と 同時に専攻医１ 年目から ６ か月のサブスペシャ ルティ 専門研修を開始するコ ースです。 令和８ 年度採用専攻医

は消化器内科コ ース１ 名、 血液内科コ ース２ 名、 感染症科コ ース 1 名、 呼吸器内科コ ース１ 名、 腫瘍内科コ ース１ 名で

し た。

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 年次 呼吸器内科 他の内科 Ｅ Ｒ （ 墨東病院）

内科・ サブスペシャ ルティ ー混合コ ースの例で、 １ 年目から 呼吸器内科を６ か月研修する。 東京医師アカデミ ーではＥ Ｒ 研
修が必須である。

2 年次 呼吸器内科 他の内科

内科領域全 70 疾患群、 200 症例以上の登録のために不足し ている科の研修も 可能。

3 年次
呼吸器内科 放射線診断部

呼吸器内科
（ 多摩総合医療セン タ ー）

連携施設では当院呼吸器内科で経験できない肺結核等の診療を学ぶこ と ができる。

4 年次 呼吸器内科 緩和ケア科 呼吸器内科

4 年間の研修終了後に内科専門医試験に合格し 、 その後に日本呼吸器学会専門医試験に合格するこ と を目標と する。

●　 豊島病院（ 基幹施設）　

　 　 東京都立豊島病院施設群内科東京医師アカデミ ー専門研修プログラ ム 

プロ グラ ム責任者： 内科　 藤ヶ 﨑　 浩人　 　 プロ グラ ム研修期間： 3 ～ 4 年

本プログラ ムは、 東京都区西北部医療圏の中心的な急性期病院である、 東京都立豊島病院を基幹施設と し て、 東京都

区西北部医療圏、 近隣医療圏にある連携施設・ 特別連携施設と で構成さ れます。 内科専門研修を経て、 超高齢社会を迎

えた我が国の医療事情を理解し 、 必要に応じ た可塑性のある 、 地域の実情に合わせた実践的な医療が行えます。 研修期

間は基幹施設 2 年間 + 連携施設・ 特別連携施設 1 年間の計 3 年間です。 本研修では、 症例を ある 時点で経験する と い

う こ と だけでなく 、 主担当医と し て入院から 退院＜初診・ 入院～退院・ 通院＞まで可能な範囲で経時的に、 診断・ 治療

の流れを通じ て、 一人一人の患者の全身状態、 社会的背景・ 療養環境調整をも 包括する、 全人的医療を実践し ます。 そ

し て、 個々の患者に適切な医療を提供する計画を立て、 実行する能力の修得をも っ て目標の達成と し ます。 当院は急性

期病院の一つであると と も に、 地域の病診・ 病病連携の中核の一つです。 一方で、 地域に根ざす第一線の病院でも あり 、

コ モンディ ジーズの経験はも ちろ ん、 超高齢社会を反映し 複数の病態を持っ た患者の診療経験も でき 、 高次病院や地域

病院と の病病連携や診療所（ 在宅訪問診療施設などを含む） と の病診連携も 経験でき ます。 本プログラ ムでは、 専攻医

が抱く 専門医像や将来の希望に合わせて以下の 3 つのコ ース、 ①内科標準コ ース、 ②サブスペシャ ルティ 重点研修コ ー

ス、 ③内科・ サブスペシャ ルティ 混合コ ースを準備し ています。 コ ース選択後も 条件を満たせば他のコ ースへの移行も

認めら れます。

研修コ ース

モデル
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4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 年次 内科① 内科② 内科③ 内科④ 内科⑤ 内科⑥⑦

1 ～ 2 回 /月の内科当直研修、 1 年目に JMECC を受講

2 年次 内科⑧（ 連携施設） ER 研修（ 連携施設） 内科サブスペシャ リ ティ 研修（ 連携施設）

連携・ 特別連携施設での研修。 適宜希望内科及び島し ょ 医療研修。 2 ～ 4 回 /月の内科当直。

3 年次 内科サブスペシャ リ ティ 研修

基幹 /連携施設での研修。 初診＋再診外来。 2 ～ 4 回 /月の内科当直。

●　 荏原病院（ 基幹施設）　

　 　 東京都立病院機構東京都立荏原病院内科専門研修プログラ ム

プロ グラ ム責任者： 内科　 水谷　 勝　 　 プロ グラ ム研修期間： 3 ～ 4 年

当院は地域連携に重き を置いた急性期医療に取り 組む地域密着型の病院です。 救急医療、 脳血管疾患医療、 集学的が

ん医療を重点医療に掲げています。 本プログラ ムでは、 東京都区南部二次医療圈の中核的な急性期病院である当院を基

幹施設と し て、 都立病院、 大学病院および地域特別連携施設と 連携するこ と によっ て各領域を網羅し ています。 本プロ

グラ ムの理念は「 心温まる医療を提供でき る内科専門医を育成する」 こ と です。 そのためには患者— 医師信頼関係の構

築、 スタ ッ フ 間の調和、 外部組織と の連携協力関係の実践、 専門知識・ 技術の習得、 ク リ ニカ ルク エスチョ ンの追求、

医療環境の理解等、多岐にわたる視点が必要で、それら の問題意識を持っ て医療を行える内科専門医の育成を行います。

内科基本コ ースは、 基幹施設 2 年間＋連携・ 特別連携施設 1 年間の計 3 年間であり 、 豊富な臨床経験を持つ指導医の

適切な指導の下で、 内科領域全般にわたる研修を通じ て、 標準的かつ全人的な内科的医療の実践に必要な知識と 技能と

を修得するこ と を目指し ます。 各自の希望や経験に合わせてローテイ ト を組むこ と ができ ます。

また、 2025 年度より サブスペシャ ルティ コ ース (4 年間 ) を 新設し 、 充実し たサブスペシャ ルティ 領域の研修を 行え

るよう になっ ており ます。

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 年次 診療科① 診療科② 診療科③ 診療科④

一般内科（ 予約外受診） の外来を週１ 回、 月３ 回（ 平日２ 回、 土日祝日１ 回） 程度の内科当直を行う 。

2 年次 診療科⑤ 診療科⑥ 診療科⑦ ER（ 墨東病院）

一般内科（ 予約外受診） の外来を週１ 回、 月４ 回（ 平日２ 回、 土日祝日２ 回） 程度の内科当直を行う 。

3 年次 連携施設・ 特別連携施設 希望診療科

3 年次では連携施設での研修を行い、 専門性のより 高い研修を行う 。

診療科①～⑦： 消化器、 呼吸器、 循環器、 脳神経、 内分泌、 感染症、 ER をローテイ ト

●　 墨東病院（ 基幹施設）　

　 　 都立墨東病院内科東京医師アカ デミ ー専門研修プログラ ム

プログラ ム責任者： 脳神経内科　 水谷　 真之　 　 プログラ ム研修期間： 3 ～ 4 年（ 一部サブスペシャ ルティ 連動研修有）

本プログラ ムは、 区東部医療圏の中心的急性期病院である 墨東病院を基幹施設と し 、 都区東部医療圏、 近隣医療圏、

都島し ょ にある連携・ 特別連携施設での専門研修を経て、 超高齢社会、 地域の実情に合わせた実践的な医療を行えるよ

う 訓練さ れます。 研修プログラ ムと し て日本内科学会の提示する 4 つのタ イ プ（ 内科標準タ イ プ、 サブスペシャ リ ティ

重点研修 1 年タ イ プ、 サブスペシャ リ ティ 重点研修 2 年タ イ プ、 内科・ サブスペシャ リ ティ 混合タ イ プ） のいずれも 選

択可能です。 当プログラ ムは基幹施設である東京都立墨東病院内科で 2 年間 ( 混合タ イ プは 3 年間 ) を、 連携施設・ 特

別連携施設で 1 年間の研修を行い、 選択すべき 施設と 期間は専攻医の希望の他、 達成度、 進捗度を合わせてプログラ ム

管理委員会で検討し 決定し ます。 4 年次は原則サブスペシャ ルティ 専門医取得に向けた研修を継続し ますが、 内科専門

医を取得し た場合には計 3 年間でのプログラ ムの修了も 可能と し ます。 当研修では、 主担当医と し て、 入院から 退院ま
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での診断・ 治療を通じ 、 患者の全身状態、 社会的背景・ 療養環境調整の全人的医療を実践し 、 個々の患者に適切な医療

の提供、 計画を立て実行する能力の修得をも っ て目標の達成と し ます。 当院は急性期病院かつ地域の病診・ 病病連携の

中核病院であるため、 高度な急性期医療のみなら ず、 コ モンディ ジーズ、 また超高齢社会特有の複数病態を持っ た患者

の診療、 さ ら には必要に応じ て診療所 ( 在宅訪問診療施設等含む ) と の連携等の経験も 可能です。 専攻医 3 年修了時に

は「 研修手帳」 に定めら れた 70 疾患群、 200 症例以上の経験し 、 内科専門医取得を目指し ます。

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 年次 墨東病院

最初の 1 年間は墨東病院での内科研修（ ER2 ヶ 月含む）。 ローテーショ ン科は初期研修での達成度に応じ て決定さ れます。

2 年次 連携施設

連携病院でサブスペ研修

3 年次 墨東病院

墨東病院でサブスペ研修（ 救命センタ ー含む）

4 年次 墨東病院

希望により 墨東病院でサブスペ研修を継続し 専門医取得

●　 多摩総合医療センタ ー（ 基幹施設）　

　 　 東京都立多摩総合医療センタ ー内科専門研修プログラ ム

プロ グラ ム責任者： 内分泌代謝内科　 佐藤　 文紀

プロ グラ ム研修期間： 3 ～ 4 年（ 内科専門研修と し ては最短 3 年。 一部サブスペシャ リ ティ 連動研修も 可能。）

当院では、 過去 10 年間に 100 名を超える内科系シニアレジデント の後期研修を担っ てきた経験と 実績があり ます。

基幹施設の内科系専門診療科には、 総合診療科（ 内科研修における総合内科領域も 担当）、 循環器内科、 消化器内科、

呼吸器内科、 神経内科、 内分泌・ 代謝内科、腎臓内科、リ ウマチ膠原病内科、 血液内科、 感染症科、 緩和ケア科があり ます。

また、 脳神経内科領域は、 多摩総合にある神経脳血管内科では急性期脳血管障害が中心と なり ます。 神経難病の診療は

主に都立神経病院脳神経内科で経験し てく ださ い（ 別病院のため、 連携施設研修扱いです）。 救急外来・ 救命の計 3 か月

は必修と なっ ています。

内外のローテーショ ンを通じ て、 内科専門医取得に必要な疾患群と 症例をし っ かり 経験し ます。 カリ キュ ラ ムは， 1 年

目は各診療科をローテーショ ン（ 原則 3 か月単位、 一部診療科は 1.5 か月限定）、 2 年目を中心に主に他県の連携施設等

で研修、 3 年目は専門内科で研修、 と いう 3 年が基本ですが、 連携施設の選択やその時期については予め志望専門内科分

野の責任医師と 相談し ながら 検討し ます。 連携施設等での研修は、 原則と し て合計 1 年（ 採用枠により 合計 1 年半） が

必須です。

内科専攻医の当直は月 4 回程度の救急外来当直から はじ まり ます。

JMECC を早いう ちに受講し ます。 JMECC 受講済なら 当院開催等でアシスタ ント を担い、 イ ンスト ラ ク タ ーを目指し て

く ださ い。

専門内科サブスペ領域と の連動研修は考慮し ていますが、 本プログラ ム自体の年限は 3 年間であり サブスぺ研修完遂

まではカ バーし ており ません。 ただし 、 J-OSLER の模範的な進捗を含めた内科研修実績等に基づき、 さ ら に 1 年のサブス

ぺ研修が考慮さ れるこ と があり ます。

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 年次 内科 1 救急外来 /救命 内科 2 内科 3

【 1 年目】 ３ か月１ 単位を原則とし たローテーショ ン研修を行う 。 救急外来 /救命の計３ か月は必修。

2 年次 連携施設

【 2 年目】 東京都外の施設を中心と し た連携施設研修を行う 。 施設によっ ては外来診療にも 携わる。 内科学会への病歴要約
提出準備を行う 。

3 年次 専攻内科

【 3 年目】 病歴要約 29 編を提出する。 専門診療科での研修を基本と し 、 週１ 回の外来診療にも 従事する。
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●　 多摩北部医療センタ ー（ 基幹施設）　

　 　 多摩北部医療センタ ー施設群内科東京医師アカデミ ー専門研修プログラム

プロ グラ ム責任者： 副院長　 村﨑　 理史　 　 プロ グラ ム研修期間： 3 年

多摩北部医療センタ ーを基幹施設と する、 東京都北多摩北部医療圏 ( 人口約 74 万人 ) 中心の総合内科専門医育成を目

的と し た内科標準タ イ プ研修プログラ ムです。 当院は医療圏の中心的な急性期病院であり 、 北多摩北部医療圏・ 近隣医

療圏にある連携施設と と も に研修を行い、必要に応じ た可塑性のある、地域医療にも 貢献できる内科専門医を目指せます。

上記の様に多く の施設と 連携を組んでおり 、 基幹施設である多摩北部医療センタ ーでの２ 年間と 連携施設群での１ 年

間で、 内科専攻研修において求めら れる「 疾患群数」、「 症例数」、「 病歴提出数」 を充分に得るこ と ができ ます。 さ ら に

サブスペシャ リ ティ を中心と し た専門研修プログラ ム構築にも 柔軟に対応し ており 、 専攻医の希望に沿っ た研修も 行っ

ています。 また、 当院のみでも カ リ キュ ラ ムに示す内科領域 15 分野のう ち 13 分野で定常的に専門研修が可能な症例

数を診療し ていますが、 連携病院と と も にさ ら なる研修のレ ベルアッ プを図っ ていき ます。

症例をある時点で経験すると いう こ と だけではなく 、 主治医と し て、 初診、 入院から 退院、 外来通院まで可能な範囲

で経時的に、 診断・ 治療の流れを通じ て、 一人一人の患者の全身状態、 社会的背景・ 療養環境調整をも 包括する全人的

医療を実践し ます。 研修達成度によっ ては４ 年目に subspecialty 研修を行い専門医を目指すこ と も 可能です。

当院は病床数 337 で、 う ち内科病床数 178 の初期臨床研修制度基幹型教育特殊病院（ 研修医５ 名 /年） でも あり 、 研

修に必要な医学教育アメ ニティ を整備し ています。

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 年次 内科診療科（ 院内） Ｅ Ｒ 研修 内科診療科（ 院内）

総合内科外来（ 初再診）、 内科系、 循環器系もし く は地域医療当直研修、 Ｊ ＭＥ Ｃ Ｃ 受講

2 年次 内科サブスペシャ ルティ 研修（ 連携施設） 内科サブスペシャルティ 研修（ 院内）

総合内科外来（ 初再診）、 内科系も し く は地域医療当直研修、 内科専門医取得のための病歴提出準備

3 年次 内科サブスペシャ ルティ 研修（ 院内）

救急医療・ 領域で症例経験の足り ないと こ ろを地域医療で重点研修、 病歴作成完成、 サブスペシャ リ ティ を見据えた研修

4 年次 内科サブスペシャ ルティ 研修（ 院内）

各サブスペシャ リ ティ の専門医を目指す専門研修

●　 多摩南部地域病院（ 基幹施設）　

　 　 多摩南部地域病院施設群内科東京医師アカデミ ー専門研修プログラ ム

プロ グラ ム責任者： 内科　 本城　 聡　 　 プロ グラ ム研修期間： 3 ～ 4 年（ 一部サブスペシャ ルティ 連動研修有）

内科専門プロ グラ ム（ 4 年コ ース） の研修で、 連携施設である多摩総合医療セン タ ーある いは多摩北部医療セン タ ー

などでの研修を含みます。 また、内科専門医取得を目指し ながら 、多摩南部地域病院において希望する内科サブスペシャ

リ ティ 分野の研修を並行し て行う こ と も 可能です。

多摩南部地域病院では、 内科専門医取得のための症例経験を積むこ と が出来る他、 循環器、 呼吸器、 消化器、 糖尿病、

リ ウマチ膠原病の内科系サブスペシャ ルティ 研修に対応し ます。 当院は、 東京都 CCU ネッ ト ワーク 加盟病院、 消化器

領域では病棟回診・ カ ンフ ァ レ ンス・ 内視鏡検査など外科と の一体的診療体制、 緩和ケア病棟併設、 多摩市周辺地域で

リ ウマチ膠原病内科病棟を有する唯一の施設、 などの特徴を有し ており ます。 また、 多摩総合医療センタ ーと は、 指導

医ク ラ スの人材交流、 患者の紹介・ 逆紹介、 施設間カ ン フ ァ レ ンス開催など、 近年、 連携を強化し ていますので、 当院

のよう な中規模病院と の組み合わせ研修により 幅の広い診療経験を積むこ と ができ ます。

多摩市周辺は、 都心と 異なり 人口規模に比し て急性期病院が多く あり ません。 こ のため、 内科急性期医療のニーズが

と ても 大き く 、 豊富な症例に恵まれた研修環境です。 し かも 中規模病院のため内科の各分野間においてシームレスな連

携をと っ ています。 マルチプロブレ ムを抱える高齢者医療の必要性が高まる中、 個々の患者さ んに全人的・ 包括的視点

で取り 組む中で、 内科専門医と し ての総合力を高めるこ と ができ ます。
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4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 年次 内科 循環器内科 ER（ 多摩総合医療センタ ー）

2 年次 内科（ 循環器内科）

3 年次 連携施設

4 年次 サブスペシャ ルティ 研修

●　 東部地域病院　  （ 連携施設）

指導医責任者： 内科　 鈴木　 聡子

研修は、 東部地域病院と 基幹施設病院の研修に加えて、 他の連携施設等をローテーショ ンし て、 内科全般の診療、 技

量の能力を身に付けた後、 消化器、 呼吸器、 循環器いずれかの専門科の研修を進めていき ます。

内視鏡検査（ 上部、 下部、 気管支鏡）、 心臓カ テーテル検査、 超音波検査など幅広い技術を 習得でき ます。 各種内科

学会への参加、 発表を行います。

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 年次 消化器内科・ 呼吸器内科・ 循環器内科 ER（ 連携施設）

　

2 年次
腎臓内科（ 連携施設） 神経内科（ 連携施設） 血液内科（ 連携施設）

内分泌代謝内科・
膠原病内科（ 連携施設）

　

3 年次 基幹施設

　

4 年次 消化器内科・ 呼吸器内科・ 循環器内科

　

●　 神経病院　  （ 連携施設）

指導医責任者： 脳神経内科　 蕨　 陽子

当院の脳神経内科コ ースは、 広く 都立病院の脳神経内科医療を担う 神経内科専門医、 またリ サーチマイ ンド を持っ た

専門医の育成を目的と し ています。

（ 1） 都立病院（ 多摩総合医療セン タ ー、 多摩南部地域病院、 荏原病院） を 基幹施設と し 、 4 年間で内科と 神経内科の 2

つの専門医を目指すコ ースです。 当院は日本神経学会の教育施設であり 、 神経内科専門医試験の高い合格率を誇り ま

す。

（ 2） 脳神経内科は全国最大規模の病床数（ 204 床） と 指導医数（ 27 名の各科指導医） を 有し 、 あら ゆる 神経疾患に関

する知識や診療技術を身につけるこ と ができます。 スタ ッ フ には神経生理、神経病理、神経放射線、高次機能、認知症、

筋疾患、 免疫性疾患、 臨床遺伝学などのエキスパート がいます。 地域療養支援、 訪問診療の研修も 行っ ており 、 診断

の初期から 終末期に至るまでの患者サポート や緩和ケア、 多職種連携、 地域連携を学ぶこ と ができ ます。

（ 3） 症例検討会や CPC をはじ めと し た各種カ ンフ ァ レ ンスは充実し ており 、 また医師アカ デミ ー生対象の講義が年 25

回と 電気生理学に特化し た講義が年 8 回組まれています。

（ 4） 臨床研究や学会発表、 論文執筆にも 力を入れています。

（ 5） なお、 当院は連携施設であり 、 当院での研修は、 基幹施設のプログラ ムにおける連携研修の一部と し て行われます。

そのため、 下図のコ ースは一例であり 、 多様性があるこ と をご理解く ださ い。
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4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 年次 内科各科ロ ーテーショ ン （ 基幹施設） ER 研修（ 基幹施設等）

説明： 基幹施設での勤務を主体と し て、 必修の救命救急短期研修と 、 専門医取得のために必要な内科症例や脳血管疾患の研修を行う 。

2 年次 連携研修（ 神経病院、 または当院以外の連携病院）

説明： 基幹施設の連携研修と し て、 基幹施設の連携施設である神経病院、 または他の連携病院で内科および脳神経内科の研修を行う 。

3 年次 脳神経内科病棟 1， 高次機能 脳神経内科病棟 2， 神経放射線 脳神経内科病棟 3， 神経生理 脳神経内科病棟 4， 神経病理

説明： 神経病院での勤務を主体と し て、 脳神経内科の各病棟医長の指導を受けながら ， サブスペシャ リ ティ 研修も 並行し て行う 。

4 年次 脳神経内科病棟 5， リ ハビリ テーショ ン 院内他科研修 脳神経内科病棟 6， 神経耳科・ 神経眼科 脳神経内科病棟 7， 神経精神科

説明： 神経病院に勤務し 、 脳神経内科病棟研修と サブ スペシャ リ ティ 研修に加え、 脳外科、 小児科、 放射線科など の院内他科研修も 選択でき る。

研修コ ース

モデル

（ 広尾病院 研修風景（ 心臓カ テーテル））

（ 大久保病院 院内研修風景）

（ 大塚病院 内科研修風景 ( 内視鏡 )）

（ 多摩北部医療セン タ ー 研修風景）


